
改訂日 令和 3 年 8 月 13 日 

放射線検査 (CT、アンギオ、核医学)前の説明書(医師用) 

 

1) 「放射線検査の妥当性」を患者さんへ説明 

放射線検査は患者さんの病気の発見のためには有用な検査方法の一つです。しかし、国際

的な医療用放射線の被ばくも考慮に入れるべきとの見地から、被ばく線量を適切に管理し

安全に検査が行えるようにするために法律が設けられました 1)。その法律では患者さんに

「X 線検査の妥当性を示すこと」を求めています。つまり、「X 線を使用することで放射線

による被ばくによる不利益があるものの、病気を早く見つけることができるだけでなく、症

状を改善するための処置が可能となる利益が大きい」ことです。 

 

2)CT 検査の被ばく線量は、放射線技師により最適化 

 では、病気の原因を見つけるために行われる CT 検査は、被ばく線量がどのくらいでしょ

うか？当院で使用している CT 検査の被ばく線量は、 

成人男性の場合 頭部 60mGy、胸部 15mGy、腹部 20mGy 程度 

小児(10 歳以下) 頭部 50mGy、胸部 13mGy、腹部 15mGy 程度 

( 1 歳以下)  頭部 30mGy、胸部 7mGy、腹部 10mGy 程度 

この mGy の単位※は、X 線検査で検査した部位の被ばくした量を示し、放射線により吸収

された線量を表すものです 2)。放射線障害を防止する学会のレポート ICRP843)では 100mGy

以下では妊娠中絶をする理由にはならない。また、100mGy 以下では胎児に影響を及ぼす科

学的な根拠はない。つまり、通常の CT 検査において成人の人体に及ぼす影響は小さいと考

えます。 

 しかし、小児の CT 検査においては、年齢によって放射線の感受性が高くなることから、

より厳密な被ばく線量の管理が求められています 4)。そのため、年齢と体型に応じた線量で

検査の最適化を行うことにより、将来放射線の影響が低くなるよう努めています。 

 ※放射線検査で用いられる単位で実効線量 mSv(ミリシーベルト)と呼ばれる単位があり

ます。これは、吸収線量(Gy)が X 線照射された部位にどの位の X 線が吸収されたかを示す

線量に対して、実効線量は全身に被ばくしたときの量に換算した線量(Sv)であり、将来的に

がんや遺伝的な影響の程度を評価するときに使用します。 

 

3)アンギオ検査は患者の体内にカテーテルを挿入し、X 線透視装置を用いて診断あるいは治

療を行います。この検査では X 線が体内に入る方向からの患者皮膚表面線量が大きな問題

となります。この被ばく線量は実測することが難しいため、検査時間、線量計等から入射表

面線量を推定することになります 5)。 



アンギオ検査で問題となる皮膚表面線量 6)は、早期一過性皮膚紅斑は 2Gy または主紅斑

のしきい線量 6Gy です。しかし、撮影条件、パルス幅、付加フィルタ等のパラメーターを

適切に設定することや透視時間の短縮により最適化が可能です。各患者において入射表面

線量の推定値である面積空気カーマ積算値や透視時間等の記録し、一定の透視時間で警告

するシステムで被ばく線量の低減に努めています。 

 

4)核医学検査はあらかじめ放射性医薬品を患者に投与し、一定時間後に患者体内から放出

される放射線を収集して画像化する検査です。患者の体重によって放射能量(投与量)が決ま

っているため、被ばく線量は投与量のみによって決まります。ほとんどの放射性物質は数時

間で減衰し、体内から排泄されます。特異的にアイソトープが集積した臓器の最大線量は、

1 回の CT 検査と同程度の臓器線量となることがモデルベース線量計算で算出できます。そ

れ以外の集積していない臓器の被ばく線量は少なくなります。その結果、全身に被ばくした

ときの量に換算した実効線量は小さくなり、人体への影響は非常に小さくなります。 
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